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	 第 1週

	 ビッグデータとデータの前処理

【学習のポイント】

今週は，ビッグデータの特性についての学習から始めます。データについて理解を

深めることは，今般キーワードとなっている IoTや AIを理解することにも繋がります。

アクセス可能なデータが爆発的に増加していること，またその流れを受けてデータの

重要性がいかに増しているかを実感してください。

後半は，データの質の話です。データが多ければ多いほどいいという訳ではありま

せん。データ分析の質はデータの質によって大きく左右されます。データ分析の前段

階として，データをすぐに分析可能な状態にしておくことは，非常に重要なプロセス

です。一般的には軽視されがちなこの前処理というプロセスですが，データ分析の実

務においては，時には全作業時間の 8 割を占めることもあります。大切な前処理のプ

ロセスの手順を，しっかりと習得してください。
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第 1 週ビッグデータとデータの前処理

本講座は，データサイエンス力としての統計学，データエンジニアリング力として

Microsoft Excelをツールとしたデータ分析力を身につけることを目標とした入門講座で

す。

1.1.2 データサイエンス進展の背景

上記で紹介したデータサイエンティストに求められる力は，従来のデータ分析において

求められていた力と比べても，特段の目新しさはありません。では，なぜ今般，データサ

イエンティストやデータサイエンスなどの言葉がキーワード化しているのでしょうか？そ

の背景の 1つとして，データの取得が容易となり，分析対象となるデータの量が爆発的に

増えていることが挙げられます。データの取得が容易になった要因は色々ありますが，こ

こではインターネットの浸透と IoTの進展，この 2つを取り上げます。

まず第 1の要因はインターネットの浸透です。インターネット環境が普及したことで，

私たちがアクセスできる情報量は爆発的に増加しました。今日では，ウェブサイトに関す

る知見を持たない人でも，ブログなどを通じて情報を発信することができます。やり取り

される情報も，テキストから始まり音声，画像，映像と，データ量は段々と大きくなって

おり，YouTubeユーザーのアップロードする動画の時間の総計は，2015年時点で 1分あ

たり 300時間とも言われています 。

第 2の要因は IoTの進展です。IoTとは，Internet of Things（モノのインターネット）

のことで，あらゆるモノがインターネットに繋がるという「概念」を指します。従来，イ

ンターネットに繋がるものと言えばパソコンや携帯電話などで，その利用は画面を介した

ネットサーフィンやメールなどがほとんどでした。それが，今ではメガネや靴などの身近

な製品から，工場内の機械，さらにはスマートシティと呼ばれるインフラレベルまでイン

ターネットに繋がるものが出てきており，インターネットに接続される機器の数は急速に

増加を続けています。なお，図 1.2の人型下部の数字は一人当たりの IoT機器個数です。
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第 1 分冊 基礎編

図 1.2 IoT 機器の数
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また，データの取得が容易になったことで，取得されるデータの量だけでなく種類も大

きく増えました。製品の利用状況や機械の稼働状況，購買行動からインターネットの検索

履歴まで，ありとあらゆるデータが日々蓄積されています。

さらには，データの蓄積コストが下がったことも見逃せません。ただデータを貯めてお

くだけでも，そこにかかるコストは無視できないものですが，クラウドコンピューディン

グの登場により，そのようなコストも大きく低下しました。

このようにして，これまでには考えられなかった多種多量のデータが取得され，蓄積さ

れるようになりました。これらのデータは，ビッグデータと呼ばれることがあります。






